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日本とその近海産ヨコバサミ属ひ彻肪r/你Dana, 1852 
(

十脚目異尾亜目ャドカリ科Decapoda •• Anomura ： Diogenidae)の分類学的研究 

千葉県立中央博物館朝倉彰（ A s a k u r a ， A k i r a ) 

はじめに 

ヤドカリには7つの科、ツノガイヤド 

力リ科、ヤドカリ科、オカヤドカリ科、 

才キヤドカリ科、ホンヤドカリ科、タラ 

パガニ科、コ一ルアンヤド力.リ科が知ら 

れる。この中|で潮問很から浅海域に^ら 

れるいわゆるi丨殻を背fi,う夕ィプの俗称 

としてのヤドカリの形耷じたヤ,ド力リfr 

の人部分は、ホンヤド力,リ科とヤド力リ“ 

科にKする。その中で3コバサミ属Clf-

banariusは、ヤド;力リ科の'
(
-属であり’'熱 

帶域のサンゴ碼やれ礁、下潟の潮問帶ゃ 

他潮問很に多い。•兑して小さな鉗脚を 

持ち、色鮮ゃかな®が多く、鉍も峦通に 

みられるヤドカリの1つといえる。 

本屈の種は形態的によく似ている種が 

多く、ひとたびアルゴニル標本でfcが抜 

けてしまうと、M足が非常に闲難になる 

場合が多い。おそらく過去の文献にもか 

なりの裎敁め誤M记が含まれていて、今 

後もまた烈M足がなされるおそれがある。 

それを避けるためには、生時の,色彩の記. 

載が必处であるが、それはまだまだ不I-

分である。特{こ叙南アジチやイノド_の 

稀には、よくわからないものがあり,、.ま., 

た今後調杏が進むにつれて未記載稀が発: 

兌されるnj能：j生，や>'5い。：て.セ 

(1982，199.8),によ,'る.与Iト本库袖:.はふ:I K 

のようである； 

ィ ソ ョ コ バ 今 专 ‘ ： , ‘ ぐ
: 

し.vires Gem (Krauss, 1843). ；, 

サンゴョコバサミ . . . パ 

し.C()mll(mAS (II. Milne lulwanis, 1848)" 

ニ テ ン ョ コ バ サ ミ . ， ベ . . , 

し.bimacuhius I〕い Milan,1849 

フドウヨコバサミ
1：

し；？'.‘ • 

し.inacq^alis (r)(、11屮m，，L丨849). 

ツメナガョユバサミ， 

C. longitarsus (1)い1laan, 

マダラョコバサミ，， , 

し.humilis Dana', 1852 ぐ,：'t n 

夕 テ ジ マ ョ コ バ サ レ ‘ ‘ 

L. stnolatus Dana, 185Z 

コ ブ ョ コ バ サ ミ 、 1 ： に ’ マ 

し. in fmspSus 1 Iiluehdorf,18(>9 1 

イモガイヨコバ龙ミ’:…,：‘ 

c. 
cufystamus 1 iilgcndori,1879 

マ一グイョコバサミ 

し.merguiensis Do Man,1888 

ニホンヨコバサミ 

し.iaponicus KiUhbun, 

シマヨコバサミ 

し.zenru rhabdodactvlus ド(>r(、si,1 

•.私は今冰鹿無荇椎動物研究所の研 

‘'究助成金をいただいて、このグル一プの 

：办類学.的な研究をかなり染屮的にできた 

ので、ここにその概要を報告する。 

形 態 的 特 歡
； 

本诚の標徴は以Fのようである。 

標徴：馆鰓13対。頭胸屮は細轻く丨リ 

筒形でシールドはよくィj欣化する。額灼 

は:ゼり形で短いが鋭く突出《服柄は細長 

いn倚形。限棘は小さく、先端に複数棘 

あり左れ扣接。笫2触何の鞭状部.ば蚝ぐ 

各節に非常に短い毛があり、触/り棘は短 

い。'第•小顎の内肢に側货があ
:
る。第3 

顎脚は站部で/にれ接し、平節に櫛伏爾が 

発违するが副歯はない。鉗脚は小さく、 

ノIノfほぼ丨イ人でほぼM形、あるいはれが 

人きい、あるいはノにが人きい埸合があり、 

はさみは水、ド-に|jy |!|]する。笛4脚はT:は 

さみ形(semichelate)„第5脚ははさみ 

をもつ。股部はよく発達、し、雌雄とも笫 

2〜5腹節にそれぞれ1つの•-义形の脫肢 

が:^側のみにある。M節は側鉍の切れ込 

みによって前葉ど後:®にわかれ、後焰後 

鉍屮央に弱い切れ込み(mcdiciti cleft) 

があり、後鉍は)III位棘で鉍M乂られる。 

Rahayu and Forest ‘(19,92)はイ 

ンドネシア座本诚の論文中で、访3脚の 

指節と前節の鉍さがほぼ等しい5稀を、1 

つの丨划にまとやtぁ令(M論文Fiふ6)。 

このグル一プはさらに‘、桁節ド鉍の棘が 

前平に蕖屮して-列に並ぶ特徴があり（図 

1A, B;表1)、，これをこ+；!では「站桁中!」 

と名付ける。桁喂はさらに、，歩脚が全 

左第3脚外側面：A, C。 • 
左第3脚指節下面：B, D 。 . ： 
C. padavensis, Cf, ニ.ニギニア、AHF-1 970-3 . 
C, D ： C. snelliusi, C?, MUSORSTOM,フイリツピン，MNHNPgl876. 

スケールは"！ mm。 
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紺脚の大きい方 

右 

ほぼ同大 

ほぼ问大 

右 

ほぼ同大 

右 

ほぼ问人 

右 

ほぼ同大 

右 

ほぼ丨"1大 

右 

右 

右 

右 

a 

C. ransom 

し.zebra 

し.rut i ius 

し . rhahaodacty{ us 

C. cruentatus 

C. arethusa 

C. corallinus 

C. hum i I is 

C. virescens 

C. englaucus 

体的に細M く、第3脚が左わほぼ相称で、 

前節外丨fiiはややふくらみ外側面と_ h面の 

境Hは不叨瞭(図2G, J)、体サイズが本 

厲の屮では大沏、という傾向がある。た 

だしC. /洲がtormvのみは、左第3脚前節 

外Iftiと上而の境11はやや明瞭で(図2F)、 

この部分のみ次に述べる短指型との中問 

的な形態である。 

-方指節が明らかに前節より短く、指 

fillド縁の棘は全体に均等に並ぶグループ 

があり「短措彻」と名付ける（図1C，D; 

表2)。短指mはさらに歩脚が全体的に 

がつしりしていて第3脚が左“不fll称で、 

左前節外側 If i lは卞：らで外而と.境 

はするどくエッジを切るが、{f側はそう 

ではない、体サイズが小型であるという 

共通の傾甸がある(図2A, C, E, H, I)。 

なおこのどちらにもMさない種が2つ 

あり、1つはC laevimanusで第3脚指節 

と前節の長さがほぼ等しく長指揋のよう 

であるが、措節ド縁の棘は全体に均等に 

滟びなおかつその数が少なく短指型に似 

ている。また左第3脚前節外面と_ I:而の 

境丨1は比較的明瞭な中問的な形態である。 

もう1つはイモガイヨコバサミで、第3脚 

指節と前節のMさがほぼ等しく長指项に 

表1.ヨコバサミ属の長指型の種における鉗脚の左右性。片方の性しかない場合は、 

そちらの性のみしか観察できなかったことを示す。 

この種だけは、指節が長節よりやや短いが、下縁棘のつきかたは他の長指型 

の種と同じ。 

種名 性別 鉗脚の大きい方 

C. padavensis d1 
右 

C. danai c? 右 

C. serenei c? 右 

9 右 

し .s im i l i s cf 右 

9 右 

C. bistriatus cf 右 

し.antennatus cf 右 

9 右 

C. amhoinensis cf 右またはほぼ同大 

9 ほぼ同大 

し. longi tarsus cf 右 

9 右 

し.s言riolatus 本 cf 右 

$ やや左、またはほぼ同大、または右 

表2.ヨコノ \：サミ属の短指型の種における鉗脚の左右性。片方の性しかない 

場合は、そちらの性のみしか観察できなかったことを示す。 

似るが下緑全体に密に棘がはえ、いすれ 

の型にもない特徴を有する。 

三宅（1982，1998)の本属の標徴に 

は「鉗脚は左右同形ほぼ同大で、通常左 

側が大きいが、ごくまれに右側が大きい 

ものがある」とある。ごくまれに右側が 

大きいものは明らかにフドウヨコバサミ 

を指している。また同じ文献の本属を含 

むヤドカリ科の標徴では、鉗脚は不同の 

さいはっねに左側が大きいとある。しか 

し私の調べた限りでは本属ではその逆で、 

右側が大きい種が大半であった（表1、 

2)。また雌雄差があり、オスでは明らか 

に右が大きく特に大型個体で顕著だが、 

メスでは判然としなレゝ種がみられた。 

日本産ヨコバサミ類に対するコメント 

1 . フ ド ウ ヨ コ バ サ ミ 

Clibanarius inaequalis ( D e H a a n , 1 8 4 9 ) 

原記載のあと報告はない。右の鉗脚が 

大きく、鉗脚は暗青緑色で鉗脚桁部が赤 

色、歩脚は黄色で、種子以と窀美人岛か 

ら採集された、とあるがこれに該
〉|
1する 

種は私の調査では得られなかった。模忒 

標本1個体がオランダのライデン博物館 

にありこれを調べたが、乾燥標本で状態 

が悪く、細部の種の特徴はよくわからな 

かった。なお前述のように右の鉗脚が大 

きいのはこの属ではむしろff通である。 

な お ： 三 宅 ( 1 9 8 2 , 1 9 9 8 ) は C. pacificus 

Stimpson, 1858を、本种：のジュニアシ 

ノ ニムとしているが、Stimpsonの模式 

標本を兄ることはできなかった。 

2 . ニ ホ ン ヨ コ バ サ ミ 

Clibanarius iaponicus Rathbl l l l ,1903 

1998年にスミソニアン丨‘丨然史博物館 

で、ヤドカリ類の所蔵夕イプ標本調代を 

していた時に本種の模式標本をみっけ,制 

ベたところ、これはカイメンホンヤドカ 

リ P a g u r u s pectinatusでめつ7こ。しのン 

ノ ニム関係の報ぐ;-はKomai (2001 )に 

ある。 

3 . ニ テ ン ヨ コ バ サ ミ 

clibanarius oimaculatus (De H a a n , 1 8 4 9 ) 

多くの文献でC. virescensのシノニム 

とされているが、ァi宅(1982,1998)で 

は独立の種として復活させている。模式 

座地はH本。Dc Haan (1849)の短い 

記載文と丨刘(PL 49，Fig. 7 ： PL. 50, 

Fig. 4)をみる限りC’. Wmvcem•とは全 

く與なる色彩沏で、丨丨本でこれに該す 

る種はない。模式標本はライデン博物節 

に所蔵されていたはずだが、難は無い。 

•JS Rahayu (1999)は、Dc Haan 

の C bimacnlatusによく似た桢をインド 

性別 

d 

Cf 

9 

cf 

9 

c? 

9 

cf 

9 

9 
cf 

Q 

c? 

9 

cf 

9 

cf 

9 

「うみうし通IH」Na47 (^005.6) 



図 2 . Clibanarius属の歩脚の形態と色彩。 
A-Hは生時の色彩。I-Jはアルコール固定標本。 
第3脚：A, C, D, E, F, G, H, I，J。第2脚：B。 
A-Hの採集者は朝倉彰,有馬康文，円忠蔵で採集地は奄美大島。 
A, C.corallinus, 9, SL= 4.1 mm ； B, C, C.englaucus, d1，SL= 3.2 
mm ； D, C.eurysternus, 9, SL= 5.0 mm ； E, C.humi/is,9,SL= 
2.5 mm ； F, C.longitarsus, Cf, SL= 5.0 mm ； G, C.striolatus, Q, 
SL= 3.9 mm ； H, C.virescens, 9，Sし=2.8 mm ； I, C.ransoni, fe 
卵 SL= 2.4 mm,石垣島宮良；」，C.infraspinatus, Cf, SL=12.3 
mm，富山湾,布村昇採集。 

図3 . C/めana厂/tvs属の鉗脚の形態と色彩。 
A-Mは生時の色彩。N-Qはアルコール固定標本。 
左鉗脚内面：A，C，E,G，I，J，L，N。 
左鉗脚外面：B，D，F’H,K，M，0o 

右鉗脚外面：N。右鉗脚内面：Q。 
A, B, C.corallinus ； C, D, C.englaucus ； E, F, C.eurysternus ； 
G, H, C.humilis ； I, C.longitarsus ； J, K, C.striolatus ； L, M,C. 
virescens ； N, 0, C.ransoni ； P, Q, C.in什aspinatus。 
標本データは図2に同じ。 

ネシアで発見し、C . rubroviriaとして記 

載した。この中でRahayuは、De Haan 

の記載文と図から判断すると、C rubro-

viria とC . bimaculatusはよ\似ているカュ 

色彩と形態にぃくつか重要な違ぃが認め 

られるとして、別々の種であると書ぃて 

ある。また De Haan が C. bimaculatus 

は左鉗脚が右より大きぃと記載しており、 

これは本属では紺脚が左右ほぼ相称であ 

る特徴をもつとぃうことからはずれるの 

で、P a g u r i s t e sの一種ではなかったかと 

推測してぃる。 

しかし私が両者の記載文と図を見る限 

り、種内変異やDe Haanの時代には正 

確な描画装置がなく、またC . bimaculatus 

の生時の色彩を記載した保証がなぃこと 

を勘案すると、両者は同一種であると思 

われる。また先に述べたように、本属で 

も種にょって鉗脚の不相称性はかなり認 

められる。 

しの入り糸丑んた問題はC. bimaculatus 

の夕イプ標本が失われ、なおかつ生時の 

色彩を確実に再現することは不可能であ 

る以上、迷宮入りかもしれない。私の推 

測では、一番最初の時点でラベルのつけ 

間違いがあり、東南アジア産の標本に誤っ 

て「日本産」のラベルをつけてしまい、 

それをDe Haan力《信じたと考えると、 

全てが矛盾無く説明できる。もちろんそ 

れを証明する証拠がないので、この説を 

立証することは難しい。 

4 . マ ー グ イ ヨ コ バ サ ミ 

Clibanarius merguiensis De Man ,1888 

本種は三宅（1982,1998)によれば、 

奄美大島、沖繙諸島、小笠原諸島から記 

録がある。しかし私自身の今回の奄美大 

島全域調査では、採集できなかった。ま 

た小笠原諸島も数回調査したが、得られ 

た本属の種は C . englaucusただ1種のみ 

であった。三宅（1982,1998)の「小 

笠原諸島」はおそらく Melin (1939) 

の小笠原調査の採集記録に基づいたもの 

であるが、当時まだC胡g/awo/5は記載 

されおらず、また短指型グループは生時 

の色彩がわからないと同定が難しいので、 

Melinが誤同定したものが今日まで伝 

わってきたものと考えられる。 

沖繩からは琉球大学の諸喜田茂充教授 

らを中心として亜熱帯総合研究所が窓口 

となったマングロ一ブ総合調査で採集さ 

れたマーグイヨコバサミと思われる個体 

力《1個体、私のところにもたらされた。ア 

ルコール標本ですでに色がかなり抜けて 

いて同定は難しかった力、歩脚に残って 

いた色彩型からマーグイヨコバサミと判 

断した。さらに、やはり沖纏から水深数 

mの海底からマーグイヨコバサミと思わ 

れる個体を採集したが、小型若齢個体で 

あり、同定には100%確信があるわけは 

ない。結局これまで本種と思われる標本 

は2個体得られたが、液浸標本では次の 

ランソンヨコバサミと区別がつきがたい 
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